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ここがポイント！
従来の方法では分解していた分岐した糖鎖
を含むペクチン（分岐ペクチン）の抽出法を開
発した。分岐ペクチンは、強い膵リパーゼ阻
害作用を有し、肥満や高脂血症の予防に効
果的で副作用の少ない脂質吸収抑制剤とし
ての利用が期待される。
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ペクチンは、広く野菜や果物に含まれており、食品工業において食物繊維や増粘安定剤として使わ
れている。従来の強酸 (0.1M HCl) を用いた加熱抽出では分解していた分岐した糖鎖部分を、0.05 M
炭酸ナトリウム水溶液で抽出することにより、分岐鎖を保持したペクチンの抽出法を確立した（図1）。
本方法によりナツミカンより抽出したペクチンと、市販のペクチンの糖組成を比較すると、ラムノース

やアラビノースが多く含まれており(表1)、分岐鎖を多く含むことが糖組成分析からも推測された。分岐
ペクチンは市販ペクチンに比べ膵リパーゼを強く阻害し(図2)、高脂肪食摂取の肥満モデルマウスへの
投与で体重減少や脂肪組織重量の減少が認められた （図3）。以上のことより柑橘由来の分岐ペクチ
ンは、副作用の少ない脂肪吸収抑制作用を持つ食品素材としての利用が期待される。

分岐鎖

図１ 分岐鎖ペクチン模式図

表１ 市販ペクチンとナツミカン分岐ペクチンの
糖組成比較

図２ 市販ペクチンと分岐ペクチンの
膵リパーゼ阻害
○ 温州みかん分岐ペクチン
□ ナツミカン分岐ペクチン
● 市販ペクチン

図３ 高脂肪食投与マウスの体重（Ａ）と副睾
丸脂肪組織重量（Ｂ）に及ぼす分岐ペク
チンの影響
○ コントロール食
●高脂肪食
□高脂肪食＋分岐ペクチン

みかん果皮を有効利用した抗メタボ素材

－柑橘由来の分岐ペクチンを用いた脂質吸収抑制剤の開発－
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